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令和元年中の災害対応状況について 

 

 市では、市の地域に災害が発生し、又は発生するおそれがある場合において、その所掌事務に

係る災害応急対策を実施するため、大船渡市災害対策本部又は大船渡市災害警戒本部を設置し、

対応に当たっている。令和元年中の状況については、次のとおりであった。 

 

１ 市災害対策本部の設置状況 

○ 令和元年中においては、台風第19号の接近に伴って市災害対策本部を設置し、延べ２日 

にわたり災害情報の収集及び伝達、防災行政無線等による広報並びに応急対策の実施を行 

った。 

なお、市災害対策本部の設置は東日本大震災以降初めてであった。 

 設置日(※１) 廃止日(※２) 日数 設置事由 被害等(主なもの) 

１ 
10/12 

18：00 

10/13 

17：30 
２ 

台風第19号対応 

大雨（特別）、洪水、

暴風、波浪警報 

・人的被害…負傷者１名 

・住宅被害…床上浸水８件、床下浸

水９件、一部損壊８件 

※１ 災害警戒本部から切り替え 

※２ 災害警戒本部へ切り替え 

 

２ 市災害警戒本部の設置状況 

 ○ 令和元年中においては、市災害警戒本部を8回設置し、延べ12日にわたり警戒を行った。 

 ○ その内訳については、全てが気象警報発表等によるものであった。 

〔令和元年の市災害警戒本部設置の内訳〕 

種  別 回数 

気 象 警 報 等 8 

 

大雨・洪水 2 

暴風 1 

暴風雪 1 

台風警戒による設置（のち大雨・洪
水・暴風・波浪） 

1(1) 

暴風・波浪 1 

波浪 2 

地 震 （ 震 度 ４ 以 上 ） 0 

津 波 注 意 報 0 

計 8 

  ※（ ）内は、災害警戒本部設置の後、気象警報等の種類が変更になったものの数値 

 ○ また、令和元年中の市災害警戒本部の設置回数・日数は、ともに平成30年に比べて少なか

った。 

 

 

 

 

 

 

資料２ 
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〔平成30年と令和元年の市災害警戒本部設置状況の比較〕 

種  別 
平成30年 令和元年 

回数 日数 回数 日数 

気 象 警 報 等 10 18 8（△2） 12（△6） 

地震（震度４以上） 0 0  0（ 0）  0（ 0） 

津 波 注 意 報 0 0  0（ 0）  0（ 0） 

林 野 火 災 0 0  0（ 0）  0（ 0） 

計 10 18 8（△2） 12（△6） 

  ※（ ）内は、平成30年との比較増減  

 

３ 災害対応の取組状況 

 (1) 避難勧告等の発令 

  ア 気象警報等発表に伴う発令 

   ○ 10 月 12 日から 13 日にかけて当市に接近した台風第 19 号の接近では、記録的な大雨

が予想され、さらに雨のピークが夜中になると見込まれたことから、日中の明るいうち

に避難を完了させるため、12日午後２時に避難準備・高齢者等避難開始を発令して、要

配慮者等に早めの避難を促し、12日午後４時には避難勧告を発令した。 

     さらに、災害発生の危険性が極めて高まっていたことから 13 日午前０時に避難指示

（緊急）を発令した。 

   ○ 避難準備・高齢者等避難開始を発令するにあたり、事前に各地区本部と調整をしてい

たことから、各地区本部では避難者を円滑に受入れた。 

 

〔令和元年の避難勧告等の発令状況〕 

発令

月日 
事由 

避難勧告・ 

指示の別 

対象世帯数 

（世帯） 

対象人員 

（人） 

実避難人員 

（人） 

10/12 
台風第 19 号の

接近のため。 

避難準備・高齢者

等避難開始 

14,980 36,040 518 避難勧告 

10/13 避難指示（緊急） 

  ○ 平時から避難所の開設及び避難誘導の訓練を実施していたことから、円滑な住民避難が

行われた。 

 (2) 防災情報の伝達 

  ○ 避難勧告等の防災情報の伝達に当たっては、同報系防災行政無線、緊急速報メールなど

のプッシュ型*1の伝達手段と市ホームページ、ソーシャルメディア、コミュニティＦＭな

どのプル型*2の伝達手段を組み合わせることで、広く確実に情報伝達を行った。 

  

                            
*1
 情報の受け手側の能動的な操作を伴わず、必要な情報が自動的に配信される伝達手段。住民の意思に関わらず、情報を伝達できると

いうメリットがあるが、情報量には限界がある。 
*2 

情報の受け手側の能動的な操作により、必要な情報を取りに行く伝達手段。情報を求めている人に対してピンポイントに情報を伝達

することができる。 
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【参考】令和元年中の市災害警戒本部の設置状況 

 設置日 廃止日 日数 設置事由 被害等(主なもの) 

１ 1/24 1/24 １ 暴風雪警報  

２ 2/4 2/4 １ 暴風警報  

３ 3/11 3/12 ２ 暴風、波浪警報  

４ 8/8 8/8 １ 大雨、洪水警報 最大１時間降水量 58.0㎜ 

※観測史上１位  

５ 8/27 8/28 ２ 大雨、洪水警報 ・自主避難６名 

・住宅被害…床上浸水１件、床下浸水

１件 

６ 10/12 10/13 ２ 台風第19号接近のため 

大雨（特別）、洪水、暴風、  

波浪警報 

市災害対策本部の対応状況のとおり 

７ 10/25 10/26 ２ 波浪警報  

８ 12/27 12/27 １ 波浪警報  

計   12   

 

 


